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埼玉県の在宅医療の課題と対応

（１） ７５歳以上人口の増加

２０１０年 ２０２５年 倍率

１位 埼 玉 県 58.9万人 117.7万人 ２．００倍

２位 千 葉 県 56.3万人 108.2万人 １．９２倍

３位 神奈川県 78.4万人 148.5万人 １．８７倍
日本の地域別将来推計人口（国立社会保障・人口問題研究所 平成２５年）

入院患者数の推移予測 外来患者数と要介護・支援者数の推移予測
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（２） 医療ニーズの増加と変化

全国一の伸び率

増加する入院患者を病床増だけで対応できるか

「医学部調査及び埼玉
県内医療提供体制等将
来推計業務報告書」
平成24年12月 埼玉県

在宅医療の
需要増加
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搬送手段充実情報共有 カンファレンス 後方支援
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具体的な援助を通じて課題抽出・多職種連携を進めるなど

地域包括ケアシステム構築に向けた在宅医療提供体制充実のイメージ

在宅療養患者

①家族の支援の少ない高齢の患者が病院から安心して退院し、在宅療養できるための仕組みづくり
②後方支援ベッド確保などにより医師の負担を軽減し、訪問診療医を増やす
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介護保険サービス
（訪問看護・リハ・介護など ）

埼玉県医師会
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地域ごとの（埼玉版）連携拠点づくり
（在宅医療・介護連携拠点、総合相談窓口、その他）

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

県の役割： 医療・介護連携の具体的な仕組みを構築

地域包括ケアシステムを拡大していくイメージ

市町村へ移行
介護保険の
地域支援事業へ

平成30年度

既
存
事
業

７市のモデル事業
医療・介護連携の
“土壌づくり”
（顔の見える関係など）
（蓮田、幸手、加須、さいたま、本庄、坂戸、鶴ケ島）

社会保障と税の一体改革による「新たな財政支援制度」の活用

３０地域程度
【県全域をカバー】

１５地域程度
【先行地域を中心に】

連
携
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事業の実施主体としては、市町村、郡市医師会、
医療機関を想定



坂戸鶴ヶ島医師会（92施設）

• 地域病診連携

• 地域包括ケアシステム推進委員会

• 防災対策委員会

坂戸市の人口：10万人

世帯数：4万3千

高齢化率：24％

鶴ヶ島市の人口：7万人

世帯数：2万9千

高齢化率：22％

地域医療連携推進事業



平成１９年１2月

地域医療連携体制を強固なものとし、医療関

係者（看護・介護・福祉）の情報を共有する場
を構築する。

☆主治医との情報共有・連携

☆認知症を有する利用者、家族へのサポート

7

坂戸鶴ヶ島医師会
－在宅医療等推進委員会－
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第6回 認知症勉強会

日 時 ：平成24年8月3日(金) 18:45～21:00 

場 所 : 坂戸鶴ヶ島医師会立看護専門学校 4F講堂 (坂戸市石井2326-16)

演 題 : 認知症の精神科訪問診療「今後の認知症施策の方向性について」
講 師 : 海上寮療養所 上野秀樹先生
対 象 : 医師、歯科医師、薬剤師、医療・介護等関係者
共 催 ：エーザイ（株）・ファイザー（株）



主治医とｹｱﾏﾈｼﾞｬｰの情報交換会

日 時 ：平成24年6月29日(火) 19:30～21:00 

場 所 : ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾎﾃﾙWIN ( 坂戸市関間2-6-32 )

演 題 : 医療との連携で困ったこと －それぞれの立場から－｣
対 象 : 主治医意見書等に関わる医師、在宅医療に関わる歯科医師・薬剤師、

ｹｱﾏﾈｼﾞｬｰ、相談員、在宅医療等推進委員等
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国は「日本経済再生に向けた緊急経済対
策」（平成25年１月１１日閣議決定）におい
て、住み慣れた地域で安心して暮らし続ける
ことができるよう、介護と連携した在宅医療
体制整備の支援などに取り組む。

再生計画に盛り込む事業は、平成25年度単年
事業及び３年以内（25～27年度事業）

地域医療再生計画



地域医療再生事業委員会

休日夜間診療体制
検討部会

地域医療再生計画事業調整会議

・全体の方向性の決定（予算含む）
・進捗状況の管理

業務委託・補助事業

・事業計画、報告書作成
・先進地視察、研修の実施

在宅医療等推進委員会（再編成）
（全体会）

（部会代表者会議）

在宅医療・介護連携
検討部会

理事会

人材育成・普及啓発部会

坂戸市 鶴ヶ島市

坂戸鶴ヶ島医師会



◎休日夜間診療体制の実施
鶴ヶ島市：在宅当番制、17～20時
（平成25年10月1日開始、17時～20時）
坂戸市 ：休日急患診療所
（平成26年4月1日開始、18時～21時）

施 行



地域医療再生事業委員会

休日夜間診療体制
検討部会

地域医療再生計画事業調整会議

・全体の方向性の決定（予算含む）
・進捗状況の管理

業務委託・補助事業

・事業計画、報告書作成
・先進地視察、研修の実施

在宅医療等推進委員会（再編成）
（全体会）

（部会代表者会議）

在宅医療・介護連携
検討部会

理事会

人材育成・普及啓発部会

坂戸市 鶴ヶ島市

坂戸鶴ヶ島医師会
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「在宅医療等研修会」

日 時：平成26年7月2日（水） PM7:30～9:00
場 所：坂戸グランドホテルWIN
対 象：医師、在宅医療等推進委員会委員、

訪問看護・地域包括支援ｾﾝﾀｰ関係者
演 題：「かかりつけ医が在宅医療を積極的に行うには？

― その具体的方法とは―」
講 師：鈴木内科医院 副院長 鈴木央先生
参加数：87人

所 属
参加人
数

医師（管内） 14

医療機関職員（管内） 19

訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝ（管内） 6

地域包括支援ｾﾝﾀｰ（管内） 19

坂戸保健所 2

坂戸市行政･介護保険事業
所

8

鶴ヶ島市行政 9

医療機関職員（他地区） 5

訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝ（他地区） 3

その他（管内) 2

計 87名
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【参加者】



地域医療再生事業委員会

休日夜間診療体制
検討部会

地域医療再生計画事業調整会議

・全体の方向性の決定（予算含む）
・進捗状況の管理

業務委託・補助事業

・事業計画、報告書作成
・先進地視察、研修の実施

在宅医療等推進委員会（再編成）
（全体会）

（部会代表者会議）

在宅医療・介護連携
検討部会

理事会

人材育成・普及啓発部会

坂戸市 鶴ヶ島市

坂戸鶴ヶ島医師会



「多職種連携研修会」

日 時：平成26年6月17日（火） PM7:30～9:00
場 所：坂戸鶴ヶ島医師会立看護専門学校 ４F講堂
対 象：医師、歯科医師、薬剤師、ケアマネジャー、

相談員等介護サービスに係わるすべての職種の方
テーマ: 地域ケアと住民理解
「ドクターショッピングをする事例を考える」
～わたしたちは何を伝えられるか？～
座 長： 在宅医療等推進委員会委員 小島庸子氏
（関越病院医療相談室室長）

司 会： 在宅医療等推進委員会委員 清野恵理子 氏
（坂戸鶴ヶ島医師会立訪問看護ステーションさつき管理者）

参加数：92人

医師
5%

医療機関

職員

25%

歯科医師

会
6%

薬剤師会
7%

坂戸市行

政･ 介

護保険事

業所

37%

鶴ヶ島市

行政･

介護保険

事業所
20%

【参加者】

所 属 参加人数

医 師 5

医療機関職員 23

歯科医師会 6

薬剤師会 6

坂戸市行政･介護保険事業所 34

鶴ヶ島市行政･介護保険事業
所

18

計 92名
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地域包括ケアシステム
（2025年）

〇２４時間３６５日の在宅医療・
介護提供体制の構築

〇地域づくり
☆市民・行政・医師会
☆多職種連携


